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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　目を有する生命体を模した構造体であって、

　筐体と、

　当該生命体の目に該当する前記筐体の部位に設けられ、透光性を有する２つの透光板と

、

　前記筐体内部から前記透光板に対して動きのある目玉の画像を投影する投影部と、

　前記２つの透光板のそれぞれに、前記投影部に向けた方向に延長するよう設けられた筒

状の遮光カバーと、

　を備えた目を有する生命体を模した構造体。

【請求項２】

　請求項１の構造体において、

　前記投影部は、２つの透光体および２つの遮光カバーに対して設けられた１つのプロジ

ェクターであることを特徴とする構造体。

【請求項３】

　請求項１または２の構造体において、

　前記透光板として、少なくともその外側面において反射が抑制される反射防止透光板を

用いることを特徴とする構造体。

【請求項４】

　請求項１～３のいずれかの構造体において、
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　 前 記 目 の 周 囲 に は ゴ ー グ ル が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 構 造 体 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 ４ の 構 造 体 に お い て 、

　 前 記 生 命 体 は 、 ミ ニ オ ン （ 商 標 ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 構 造 体 。

【 請 求 項 ６ 】

　 目 を 有 す る 生 命 体 を 模 し た 構 造 体 で あ っ て 、

　 筐 体 と 、

　 当 該 生 命 体 の 目 に 該 当 す る 前 記 筐 体 の 部 位 に 設 け ら れ 、 透 光 性 を 有 す る 透 光 板 と 、

　 前 記 筐 体 内 部 か ら 前 記 透 光 板 に 対 し て 動 き の あ る 目 玉 の 画 像 を 投 影 す る 投 影 部 と 、

　 を 備 え た 構 造 体 に お い て 、

　 前 記 筐 体 内 部 に は 、 人 が 入 っ て 、 当 該 筐 体 全 体 ま た は 筐 体 に 取 り 付 け ら れ た 可 動 部 を 移

動 す る よ う 操 作 で き る こ と を 特 徴 と す る 構 造 体 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 ６ の 構 造 体 に お い て 、

　 前 記 筐 体 に 入 っ た 人 の 頭 が 、 天 板 に 干 渉 し な い よ う に 、 前 記 投 影 部 は 前 記 天 板 の 上 部 に

設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 構 造 体 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か の 構 造 体 に お い て 、

　 前 記 筐 体 は 、 支 持 部 材 に 対 し て 水 平 方 向 、 前 後 方 向 、 左 右 方 向 に 回 動 可 能 に 結 合 さ れ た

中 央 部 材 に 、 バ ネ 部 材 に よ っ て 所 定 方 向 に 振 動 可 能 に 固 定 さ れ た 左 右 部 材 に 固 定 さ れ て い

る こ と を 特 徴 と す る 構 造 体 。

【 請 求 項 ９ 】

　 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か の 構 造 体 に お い て 、

　 前 記 筐 体 に 動 か す こ と が 可 能 な よ う に 固 定 さ れ た 可 動 部 材 と 、

　 前 記 可 動 部 材 に 設 け ら れ 、 当 該 可 動 部 材 の 動 き を 検 出 す る セ ン サ と 、

　 前 記 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 前 記 可 動 部 材 の 動 き に 合 致 す る よ う に 、 前 記 投 影 部 に よ

っ て 投 影 さ れ る 目 玉 の 位 置 を 移 動 さ せ る 移 動 手 段 と 、

　 を さ ら に 備 え た 構 造 体 。

　

　

　

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 テ ー マ パ ー ク の シ ョ ー な ど に 用 い る 人 形 や 着 ぐ る み な ど の 構 造 体 に 関 す る

も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 人 形 や 着 ぐ る み な ど の 構 造 体 に お い て は 、 目 の 動 き や 顔 の 表 情 な ど を 変 化 さ せ る こ と で

、 ゲ ス ト に 対 す る 楽 し み を 提 供 す る こ と が で き る 。 第 １ の 従 来 例 （ 特 開 ２ ０ ０ ８ － １ １ ３

９ ６ ２ ） に は 、 顔 面 を 取 り 換 え た り 、 目 の 部 分 に Ｌ Ｅ Ｄ を 埋 め 込 ん で 目 を 輝 か せ る こ と の

で き る 立 体 人 形 が 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 、 第 ２ の 従 来 例 （ 特 開 ２ ０ １ ５ － １ ２ ５ ４ ４ ８ ） に は 、 ２ つ の 表 情 に 対 応 す る 凹 凸

を 施 し た 立 体 ス ク リ ー ン の 背 面 か ら 、 ２ つ の 表 情 の 画 像 を 切 り 換 え て 投 影 す る 装 置 が 開 示

さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 凹 凸 と 画 像 と の 組 合 せ に よ っ て 、 よ り リ ア ル に 変 化 す る 表 情 を

投 影 す る こ と が で き る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － １ １ ３ ９ ６ ２

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ５ － １ ２ ５ ４ ４ ８

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 こ れ ら の 従 来 例 に は 種 々 の 問 題 点 が あ る 。 第 １ の 従 来 例 に お い て は 、 表

情 や 目 が リ ア ル で は な く 、 ま た 変 化 に リ ア ル タ イ ム 性 が な い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、

第 ２ の 従 来 例 に お い て は 、 物 理 的 な 凹 凸 に よ っ て リ ア ル な 表 現 が 可 能 で あ る 反 面 、 表 情 が

２ つ だ け に 限 ら れ て 表 現 が 制 約 さ れ て お り 、 こ の 点 に お い て リ ア リ テ ィ に 欠 け る と い う 問

題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 し て 、 表 現 上 の 制 約 を 少 な く し て 、 リ ア ル タ イ

ム 性 と リ ア リ テ ィ を 実 現 し た 構 造 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 請 求 項 に て 請 求 し た 範 囲 に 相 当 す る い く つ か の 実 施 形 態 を 以 下 に 示 す 。 こ れ ら の 実 施 形

態 は 、 開 示 範 囲 の 限 定 を 意 図 す る も の で は な い 。 本 願 に お け る 開 示 は 、 以 下 に お い て 説 明

す る 実 施 形 態 と 類 似 し あ る い は 異 な る 種 々 の 形 態 を 包 含 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の 発 明 の 独 立 し て 適 用 可 能 な い く つ か の 特 徴 を 列 挙 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

(1)こ の 発 明 に 係 る 構 造 体 は 、 目 を 有 す る 生 命 体 を 模 し た 構 造 体 で あ っ て 、 筐 体 と 、 当 該

生 命 体 の 目 に 該 当 す る 前 記 筐 体 の 部 位 に 設 け ら れ 、 透 光 性 を 有 す る 透 光 板 と 、 前 記 筐 体 内

部 か ら 前 記 透 光 板 に 対 し て 動 き の あ る 目 玉 の 画 像 を 投 影 す る 投 影 部 と 、 を 備 え た 目 を 有 し

て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 し た が っ て 、 リ ア リ テ ィ と 表 現 力 の あ る 自 然 な 目 玉 の 動 き を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

(2)こ の 発 明 に 係 る 構 造 体 は 、 透 光 板 と し て 、 少 な く と も そ の 外 側 面 に お い て 反 射 が 抑 制

さ れ る 反 射 防 止 透 光 板 を 用 い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 し た が っ て 、 不 自 然 な 反 射 が 無 く 自 然 さ を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

(3)こ の 発 明 に 係 る 構 造 体 は 、 前 記 目 の 周 囲 に は ゴ ー グ ル が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と

し て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 し た が っ て 、 ゴ ー グ ル が 透 光 板 へ の 外 乱 交 の 親 友 を 防 い で 、 見 や す く す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ １ ５ 】

(4)こ の 発 明 に 係 る 構 造 体 は 、 生 命 体 が 、 ミ ニ オ ン （ 商 標 ） で あ る こ と を 特 徴 と し て い る

。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 し た が っ て 、 ミ ニ オ ン の 世 界 観 を 再 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

(5)こ の 発 明 に 係 る 構 造 体 は 、 筐 体 内 部 に は 、 人 が 入 っ て 、 当 該 筐 体 全 体 ま た は 筐 体 に 取

り 付 け ら れ た 可 動 部 を 移 動 す る よ う 操 作 で き る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 し た が っ て 、 よ り リ ア リ テ ィ の あ る 構 造 体 を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】
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(6)こ の 発 明 に 係 る 構 造 体 は 、 筐 体 に 入 っ た 人 の 頭 が 前 記 撮 像 部 か ら の 投 影 光 に 干 渉 し な

い よ う に 、 前 記 撮 像 部 は 前 記 筐 体 の 上 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 し た が っ て 、 内 部 に 入 っ た 人 に よ っ て 投 影 が 干 渉 さ れ る こ と が な い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

(7)こ の 発 明 に 係 る 構 造 体 は 、 筐 体 が 、 支 持 部 材 に 対 し て 水 平 方 向 、 上 下 方 向 、 左 右 方 向

に 回 動 可 能 に 結 合 さ れ た 中 央 部 材 に 、 バ ネ 部 材 に よ っ て 所 定 方 向 に 振 動 可 能 に 固 定 さ れ た

左 右 部 材 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 し た が っ て 、 筐 体 が 水 平 方 向 、 上 下 方 向 、 左 右 方 向 に 回 動 可 能 な だ け で な く 、 所 定 方 向

に 摺 動 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 支 持 部 材 は 、 実 施 形 態 に お い て は 、 支 持 パ イ プ ４ ３ が こ れ に 対 応 す る 。 中 央 部 材 は 、 実

施 形 態 に お い て は 、 中 心 筐 体 １ ８ ０ が こ れ に 対 応 す る 。 左 右 部 材 は 、 実 施 形 態 に お い て は

、 左 右 筐 体 １ ９ ８ 、 １ ９ ６ が こ れ に 対 応 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

(8)こ の 発 明 に 係 る 構 造 体 は 、 前 記 筐 体 に 動 か す こ と が 可 能 な よ う に 固 定 さ れ た 可 動 部 材

と 、 前 記 可 動 部 材 に 設 け ら れ 、 当 該 可 動 部 材 の 動 き を 検 出 す る セ ン サ と 、 前 記 セ ン サ に よ

っ て 検 出 さ れ た 前 記 可 動 部 材 の 動 き に 合 致 す る よ う に 、 前 記 投 影 部 に よ っ て 投 影 さ れ る 目

玉 の 位 置 を 移 動 さ せ る 移 動 手 段 と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 し た が っ て 、 可 動 部 材 の 動 き に 合 わ せ て 目 玉 を 動 か す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

(9)こ の 発 明 に 係 る 構 造 体 は 、 リ ア ル タ イ ム に 外 部 か ら の 視 覚 的 状 況 を 変 更 で き る 構 造 体

で あ っ て 、 筐 体 と 、 前 記 視 覚 的 状 況 を 変 更 す る 前 記 筐 体 の 部 位 に 設 け ら れ 、 透 光 性 を 有 す

る 透 光 板 と 、 前 記 筐 体 内 部 か ら 前 記 透 光 板 に 対 し て 視 覚 的 状 況 を 変 更 す る た め の 画 像 を 投

影 す る 投 影 部 と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 し た が っ て 、 表 現 力 の あ る 構 造 体 を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 構 造 体 ６ を 用 い た プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ２ の 外 観 で あ る

。

【 図 ２ 】 構 造 体 ６ の 外 観 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ Ａ 】 構 造 体 ６ の 内 部 筐 体 ２ ０ の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ｂ は 支 持 ス テ ー ３ ９ と 内 部 筐 体 ２ ０ と の 接 合 構 造 を 説 明 す る た め の 図 、 図

３ Ｃ は 支 持 ス テ ー ３ ９ と 内 部 筐 体 ２ ０ と の 接 合 構 造 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 ３ Ｄ 】 図 ３ Ｄ は 支 持 ス テ ー ３ ９ と 内 部 筐 体 ２ ０ と の 接 合 構 造 を 説 明 す る た め の 図 、 図

３ Ｅ は 支 持 ス テ ー ３ ９ と 内 部 筐 体 ２ ０ と の 接 合 構 造 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 内 部 筐 体 ２ ０ の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ 、 遮 蔽 カ バ ー ３ ０ Ｌ 、 ３ ０ Ｒ の 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 プ ロ ジ ェ ク タ ２ ９ 、 遮 蔽 カ バ ー ３ ０ Ｌ 、 ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ の 関 係 を 示 す 図 で あ る

。

【 図 ７ 】 投 影 装 置 の ハ ー ド ウ エ ア 構 成 で あ る 。

【 図 ８ 】 動 画 と ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 動 画 の 表 示 例 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 腕 １ ４ Ｌ 、 １ ４ Ｒ に 加 速 度 セ ン サ １ ５ Ｌ 、 １ ５ Ｒ を 設 け た 例 で あ る 。

【 図 １ １ 】 目 １ ２ ０ Ｌ 、 １ ２ ０ Ｒ を 動 か す た め の 制 御 部 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ９ 】
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１ ． 実 施 形 態 の 説 明

　 図 １ に 、 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 構 造 体 を 用 い た プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ２ を 示 す 。 こ の

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ２ は 、 テ ー マ パ ー ク に お け る パ レ ー ド シ ョ ー な ど に 用 い る も の で あ る 。

矩 形 状 の ベ ー ス ４ は 、 下 部 に 自 走 式 の 車 輪 （ 図 示 せ ず ） を 有 し 、 観 客 の 前 を ゆ っ く り と 移

動 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ベ ー ス ４ の 上 に は 、 映 画 の 世 界 観 を 再 現 す る た め の セ ッ ト が 設 け ら れ て い る 。 そ の 中 の

一 つ と し て 、 実 施 形 態 に よ る 構 造 体 ６ 、 ８ 、 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 図 １ の 例 で は 、 構 造

体 ６ 、 ８ 、 １ ０ と し て 、 ミ ニ オ ン （ 商 標 ） を 模 し た 構 造 体 を 設 け て い る 。

　

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ２ に 、 構 造 体 ６ の 詳 細 を 示 す 。 構 造 体 ６ は 、 中 空 の 円 筒 形 本 体 １ ２ （ 筐 体 ） を 備 え て

い る 。 円 筒 形 本 体 １ ２ か ら は 、 操 作 可 能 な 左 右 の 腕 １ ４ Ｌ 、 １ ４ Ｒ が 伸 び て い る 。 図 ３ 、

図 ４ に 、 構 造 体 ６ の 内 部 構 造 を 示 す 。 構 造 体 ６ の 内 部 に は 、 図 ４ に 示 す よ う な 内 部 筐 体 ２

０ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 内 部 筐 体 ２ ０ は 、 金 属 製 の 剛 体 に て 構 成 さ れ て い る 。 下 部 お よ び 上

部 に 環 状 体 ２ ２ 、 ２ ４ が 設 け ら れ 、 両 者 は ス テ ー ２ ６ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 上 部 は 天

板 ２ ８ に よ っ て 半 分 ほ ど 覆 わ れ て い る 。 天 板 ２ ８ と 環 状 体 ２ ４ に 支 え ら れ る よ う に し て 、

遮 蔽 カ バ ー ３ ０ Ｌ 、 ３ ０ Ｒ が 設 け ら れ て い る 。 遮 蔽 カ バ ー ３ ０ Ｌ 、 ３ ０ Ｒ の 先 端 に は 、 透

光 性 を 有 す る ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ が は め 込 ま れ て い る 。 天 板 ２ ８ の 上 部 に は 、 プ ロ

ジ ェ ク タ ２ ９ （ た と え ば 、 ASUS社 製 LEDプ ロ ジ ェ ク タ ー P3Bを 用 い る こ と が で き る ） が 設 け

ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ３ Ａ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 内 部 筐 体 ２ ０ の 上 部 と 側 面 を 覆 う よ う に 、 フ エ ル ト な ど

に よ る 外 被 体 ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 外 被 体 ４ ０ の 下 部 に は 、 図 ２ に 示 す 装 飾 ４ ２ が

固 定 さ れ 、 外 観 を 整 え る と と と も に 、 内 部 構 造 を 隠 す よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ベ ー ス ４ に は 、 高 さ 調 整 の た め の 凹 部 ５ が 設 け ら れ て い る 。 凹 部 ５ か ら 支 持 パ イ プ ４ ３

が 上 方 に 伸 び て い る 。 支 持 パ イ プ ４ ３ の 先 端 部 に は 指 示 ス テ ー ３ ９ が 設 け ら れ て い る 。 支

持 ス テ ー ３ ９ に 対 し て 、 可 動 と な る よ う に 内 部 筐 体 ２ ０ が 固 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、

内 部 筐 体 ２ ０ お よ び 外 被 体 ４ ０ は 、 支 持 ス テ ー ３ ９ を 中 心 と し て 、 上 下 左 右 方 向 に 自 在 に

動 く こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 内 部 筐 体 ２ ０ の 内 部 は 空 洞 に な っ て い る の で 、 外 被 体 ４ ０ に 設 け ら

れ た 扉 （ 図 示 せ ず ） や 下 部 か ら 操 作 者 が 内 部 に 入 り 込 む こ と が で き る 。 キ ャ ラ ク タ ー の 演

出 上 、 構 造 体 ６ の 高 さ が 高 く な り す ぎ ず 、 か つ 、 操 作 者 の 頭 の 位 置 ５ ０ が 天 板 ２ ８ と 干 渉

し な い よ う に 、 凹 部 ５ を 設 け て 調 整 し て い る 。 操 作 者 は 、 構 造 体 ６ を 上 下 左 右 方 向 に 回 動

さ せ て 向 き を 変 え た り 、 腕 １ ４ Ｌ 、 １ ４ Ｒ （ 図 ２ 参 照 ） に 接 続 さ れ た 操 作 レ バ ー （ 図 示 せ

ず ） を 操 作 し て 腕 １ ４ Ｌ 、 １ ４ Ｒ を 動 か し た り す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 支 持 ス テ ー ３ ９ と 内 部 筐 体 ２ ０ の 結 合 構 造 を 、 図 ３ Ｂ ～ 図 ３ Ｅ に 示 す 。 図 ３ Ｂ に 示 す よ

う に 、 支 持 パ イ プ ４ ３ の 先 端 か ら 延 長 さ れ た 支 持 ス テ ー ３ ９ の 先 端 部 に は 、 ブ ロ ッ ク 体 １

５ ０ が ベ ア リ ン グ １ ５ ２ に よ っ て 軸 支 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ブ ロ ッ ク 体 １ ５ ２ は 、 水

平 方 向 １ ５ ２ に 回 転 可 能 と な っ て い る 。 ブ ロ ッ ク 体 １ ５ ０ の 長 手 方 向 の 両 側 に は 、 軸 １ ５

６ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 ３ Ｃ に 示 す よ う に 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ６ ０ が 、 こ の 軸 １ ５ ６ に よ っ て 軸 支 さ れ て い る 。 し

た が っ て 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ６ ０ は 、 前 後 方 向 １ ６ ２ に 回 動 可 能 と な っ て い る 。 た だ し 、 ブ ラ
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ケ ッ ト １ ６ ０ は 、 ブ ロ ッ ク １ ５ ０ を 覆 う よ う に 設 け ら れ て い る の で 、 所 定 の 角 度 （ た と え

ば １ ５ 度 ） 以 上 に は 回 転 し な い 。 前 記 の 軸 １ ５ ６ と 垂 直 な 方 向 に 、 軸 １ ６ ４ が ブ ラ ケ ッ ト

１ ６ ０ か ら 前 後 ２ カ 所 に お い て 、 突 出 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ３ Ｄ に 示 す よ う に 、 こ の 前 後 の 軸 １ ６ ４ に 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ７ ０ 、 １ ７ ２ が 、 左 右 方 向

１ ７ ４ に 回 転 可 能 と な る よ う に 保 持 さ れ て い る 。 ブ ラ ケ ッ ト １ ７ ０ 、 １ ７ ２ と も に 、 そ の

側 面 に 、 固 定 用 穴 １ ７ ６ を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ３ Ｅ に 示 す よ う に 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ７ ０ 、 １ ７ ２ に は 、 中 心 筐 体 （ 中 央 部 材 ） １ ８ ０ が

固 定 さ れ て い る 。 中 心 筐 体 １ ８ ０ に は 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ７ ０ 、 １ ７ ２ の 固 定 用 穴 １ ７ ６ の 対

応 す る 位 置 に 固 定 用 穴 １ ８ ２ が 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 固 定 用 穴 １ ７ ６ 、 １ ８ ２ に

ボ ル ト （ 図 示 せ ず ） を 貫 通 さ せ て 、 ナ ッ ト （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 以 上 の よ う に 、 中 心 筐 体 １ ８ ０ は 、 支 持 ス テ ー ３ ９ に 対 し て 、 水 平 方 向 １ ５ ４ （ 図 ３ Ｂ

） 、 前 後 方 向 １ ６ ２ （ 図 ３ Ｃ ） 、 左 右 方 向 １ ７ ４ （ 図 ３ Ｄ ） に 回 転 可 能 に 支 え ら れ て い る

。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 中 央 筐 体 １ ８ ０ を 貫 通 す る よ う に 、 ２ 本 の 貫 通 軸 １ ９ ０ 、 １ ９ ２ が 設 け ら れ て い

る 。 こ の 貫 通 軸 １ ９ ０ 、 １ ９ ２ は 、 中 央 筐 体 １ ８ ０ に 対 し 左 右 方 向 １ ９ ４ に 摺 動 可 能 と な

っ て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 貫 通 軸 １ ９ ０ 、 １ ９ ２ の 端 部 に は 、 右 筐 体 １ ９ ６ 、 左 筐 体 １ ９ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま

た 、 貫 通 軸 １ ９ ２ に 関 し 、 中 央 筐 体 １ ８ ０ と 右 筐 体 １ ９ ６ と の 間 に 、 コ イ ル ス プ リ ン グ ２

０ ０ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 し た が っ て 、 左 右 筐 体 （ 左 右 部 材 ） １ ９ ８ 、 １ ９ ６ は 、 水 平 方 向 １ ５ ４ （ 図 ３ Ｂ ） 、 前

後 方 向 １ ６ ２ （ 図 ３ Ｃ ） 、 左 右 方 向 １ ７ ４ （ 図 ３ Ｄ ） に 回 転 可 能 で あ る だ け で な く 、 左 右

方 向 １ ９ ４ に 摺 動 可 能 で あ る 。 ま た 、 左 右 方 向 へ の 摺 動 が あ る と 、 コ イ ル ス プ リ ン グ １ ９

２ の 作 用 に よ っ て 、 振 動 す る こ と に な る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 前 述 の 内 部 筐 体 ２ ０ は 、 こ の 左 右 筐 体 に 固 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 内 部 筐 体 ２ ０ も

、 水 平 方 向 １ ５ ４ （ 図 ３ Ｂ ） 、 前 後 方 向 １ ６ ２ （ 図 ３ Ｃ ） 、 左 右 方 向 １ ７ ４ （ 図 ３ Ｄ ） に

回 転 可 能 で あ り 、 左 右 方 向 に 摺 動 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ５ に 遮 蔽 カ バ ー ３ ０ お よ び ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ を 示 す 。 図 ５ Ａ が 背 面 図 、 図 ５

Ｂ が 平 面 図 、 図 ５ Ｃ が 正 面 図 で あ る 。 ス ク リ ー ン （ 透 光 板 ） ３ ２ Ｒ 、 ３ ２ Ｌ は 、 透 光 性 の

あ る 薄 板 に よ っ て 円 形 に 構 成 さ れ て い る 。 外 側 表 面 （ 観 客 か ら 見 え る 側 ） は 、 光 の 反 射 が

抑 制 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 た と え ば 、 外 側 表 面 に 反 射 防 止 フ ィ ル ム （

凸 版 株 式 会 社 の 反 射 防 止 フ ィ ル ム Ａ Ｇ な ど ） を 設 け た り 、 外 側 表 面 を 反 射 防 止 加 工 （ 微 細

な 凹 凸 加 工 な ど ） を 施 し た り す る と よ い 。 反 射 が 大 き い と 、 周 囲 の も の の 映 り 込 み が 目 立

ち 、 目 と し て の 違 和 感 を 生 じ る た め で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ は 、 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 ゴ ー グ ル 状 に 形 成 さ れ た 保 持 部 材

６ ０ の 中 央 部 分 に は め 込 ま れ て い る 。 保 持 部 材 ６ ０ の 後 ろ 側 に は 、 遮 蔽 カ バ ー ３ ０ が 設 け

ら れ て い る 。 遮 蔽 カ バ ー ３ ０ Ｌ 、 ３ ０ Ｒ は 、 プ ロ ジ ェ ク タ ２ ９ か ら の 投 影 光 以 外 の 光 が 、

ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ に 進 入 す る の を 防 ぐ た め の も の で あ る 。 遮 光 カ バ ー ３ ０ は 、 ス

ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ に 近 づ く と 径 が 大 き く 、 遠 ざ か る と 径 が 小 さ く な る よ う な 円 錐 筒

の 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ６ に 、 プ ロ ジ ェ ク タ ２ ９ 、 遮 光 カ バ ー ３ ０ Ｌ 、 ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ の 関 係 を 示 す 。 図 ６
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は 、 プ ロ ジ ェ ク タ ー ２ ９ の 遮 光 カ バ ー ３ ０ Ｌ 、 ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ に 対 す る 関 係 を 示 し て い

る が 、 遮 光 カ バ ー ３ ０ Ｒ 、 ス ク リ ー ン ３ ２ Ｒ に 対 す る 関 係 も 同 様 で あ る 。 プ ロ ジ ェ ク タ ２

９ か ら の 投 影 光 は 、 遮 光 カ バ ー ３ ０ Ｌ 、 ３ ０ Ｒ を と お っ て 、 ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ に

到 達 す る 。 ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ は 、 透 光 性 を 有 し て い る の で 、 プ ロ ジ ェ ク タ ２ ９ か

ら 投 影 さ れ た 画 像 は 、 外 部 の 観 客 か ら 見 る こ と が で き る 。 こ の 際 、 遮 光 カ バ ー ３ ０ Ｌ 、 ３

０ Ｒ が あ る の で 、 プ ロ ジ ェ ク タ ２ ９ 以 外 の 光 が 外 部 か ら 入 る こ と を 防 止 で き 、 綺 麗 な 画 像

を ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ に 写 し 出 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 な お 、 プ ロ ジ ェ ク タ ２ ９ に 与 え る 画 像 信 号 は 、 ケ ー ブ ル ３ １ を 介 し て 、 動 画 再 生 装 置 （

た と え ば 、 ジ ャ パ ン マ テ リ ア ル (株 )の Brightsign（ 商 標 ） T243を 用 い る こ と が で き る ） か

ら 与 え ら れ る 。 動 画 再 生 装 置 は 、 ベ ー ス ４ の 内 部 に 収 納 さ れ て い る 。 ケ ー ブ ル ３ １ は 、 図

３ の パ イ プ ４ ３ の 内 部 を 経 由 し て 、 プ ロ ジ ェ ク タ ２ ９ か ら 動 画 再 生 装 置 ま で 導 か れ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 ７ に 、 動 画 再 生 装 置 の ハ ー ド ウ エ ア 構 成 を 示 す 。 Ｃ Ｐ Ｕ ８ ０ に は 、 メ モ リ ８ ２ 、 ハ ー

ド デ ィ ス ク ８ ６ 、 Ｓ Ｄ カ ー ド Ｉ ／ Ｆ ８ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 プ ロ ジ ェ ク タ ２ ９ は 、

前 述 の ケ ー ブ ル ３ １ を 介 し て 、 動 画 再 生 装 置 に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ハ ー ド デ ィ ス ク ８ ６ に は 、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ９ ０ 、 動 画 表 示 プ ロ グ ラ ム ９ ２ が

記 録 さ れ て い る 。 動 画 表 示 プ ロ グ ラ ム ９ ２ は 、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ９ ０ と 協 働 し て

そ の 機 能 を 発 揮 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 動 画 表 示 プ ロ グ ラ ム ９ ２ は 、 Ｓ Ｄ カ ー ド ９ ６ に 記 録 さ れ た 動 画 を 、 Ｓ Ｄ カ ー ド Ｉ ／ Ｆ ８

８ を 介 し て 読 み 込 ん で 再 生 し 、 プ ロ ジ ェ ク タ ２ ９ に 出 力 す る 。 図 ８ に 、 プ ロ ジ ェ ク タ に よ

る 動 画 １ ０ ０ と 、 ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ と の 関 係 を 示 す 。 動 画 １ ０ ０ は 、 左 右 の 目 の

玉 １ ２ ０ Ｌ 、 １ ２ ０ Ｒ が 動 い た り 、 瞬 き し た り す る 動 画 で あ る 。 動 画 １ ０ ０ の 表 示 可 能 領

域 は 、 図 ８ の 矩 形 に 示 す と お り で あ る 。 こ の 動 画 で は 、 左 の 目 玉 １ ２ ０ Ｌ の 動 画 内 に お け

る 移 動 範 囲 は 、 ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ と 等 し く （ あ る い は 僅 か に 小 さ く ） 形 成 さ れ て い る 。 右

の 目 玉 １ ２ ０ Ｒ の 動 画 内 に お け る 移 動 範 囲 は 、 ス ク リ ー ン ３ ２ Ｒ と 等 し く （ あ る い は 僅 か

に 小 さ く ） 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 目 玉 が ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ を 超 え て 移 動

す る な ど 、 不 自 然 に 移 動 し な い よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ま た 、 白 目 の 部 分 の 外 周 は 図 中 の 破 線 に よ る 円 形 １ １ ０ Ｌ 、 １ １ ０ Ｒ に 示 す よ う に 、 ス

ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ の 外 周 １ １ １ Ｌ 、 １ １ １ Ｒ と 等 し く （ あ る い は 僅 か に 大 き く ） 形

成 さ れ て い る 。 円 形 １ １ ０ Ｌ 、 １ １ ０ Ｒ の 外 側 の 領 域 は 、 画 像 無 し と さ れ て い る 。 な お 、

目 の 玉 以 外 の 全 て の 領 域 を 白 目 の 画 像 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 こ の よ う に 動 画 を ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ に 表 示 す る こ と に よ り 、 図 ９ Ａ 、 図 ９ Ｂ 、

図 ９ Ｃ に 示 す よ う に 、 目 の 玉 が 動 い て リ ア ル な 表 示 を 再 現 す る こ と が で き る 。 ス ク リ ー ン

３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ は 、 キ ャ ラ ク タ の 目 の 位 置 に 設 け ら れ て い る の で 自 然 な 表 現 が 可 能 で あ る

。 ま た 、 構 造 体 ６ の 姿 勢 の 変 化 や 、 腕 １ ４ Ｌ 、 １ ４ Ｒ の 動 き と あ い ま っ て 、 キ ャ ラ ク タ ー

の 世 界 観 を 再 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 な お 、 構 造 体 ８ 、 １ ０ に つ い て も 同 様 の 構 成 で あ る 。 た だ し 、 構 造 体 １ ０ は 、 目 が 一 つ

で あ る か ら 、 ス ク リ ー ン 、 遮 光 カ バ ー も そ れ ぞ れ 一 つ で よ い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

２ ． そ の 他 の 実 施 形 態

(1)上 記 実 施 形 態 で は 、 Ｌ Ｅ Ｄ プ ロ ジ ェ ク タ ー を 用 い て い る 。 し か し 、 レ ー ザ プ ロ ジ ェ ク

タ を 用 い て も よ い 。 レ ー ザ プ ロ ジ ェ ク タ は 、 画 像 の な い 部 分 に お い て レ ー ザ を 全 く 照 射 し

な い こ と が 可 能 で あ る か ら 、 余 分 な 光 が ス ク リ ー ン ３ ２ に 映 り 込 む こ と を 防 止 す る こ と が
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で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

(2)上 記 実 施 形 態 で は 、 移 動 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 上 に 設 け た 構 造 体 に つ い て 説 明 し た 。

し か し 、 所 定 の 場 所 に 固 定 さ れ た 構 造 体 に つ い て も 適 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

(3)上 記 実 施 形 態 で は 、 予 め 記 録 さ れ た 動 画 を ス ク リ ー ン ３ ２ に 表 示 す る よ う に し て い る

。 し か し 、 腕 １ ４ Ｌ 、 １ ４ Ｒ の 動 き な ど に 合 致 す る よ う に 、 目 １ ２ ０ Ｌ 、 １ ２ ０ Ｒ の 動 き

を リ ア ル タ イ ム に 制 御 し て 表 示 す る よ う に し て も よ い 。 た と え ば 、 腕 １ ４ Ｌ 、 １ ４ Ｒ が 喜

び の ポ ー ズ と な れ ば 、 こ れ に 合 致 す る よ う に 目 １ ２ ０ Ｌ 、 １ ２ ０ Ｒ を 喜 び を 表 す 位 置 に す

る 。 こ の 場 合 、 腕 １ ４ Ｌ 、 １ ４ Ｒ の 動 き に 合 致 し た 目 の 動 き が 決 ま れ ば 、 現 在 の 目 の 位 置

と 目 的 と す る 目 の 位 置 と の 間 の 画 像 を 補 完 し て 動 画 を 生 成 し 、 表 示 す れ ば ス ム ー ス な 表 示

を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 腕 １ ４ Ｌ 、 １ ４ Ｒ の 動 き に つ れ て 、 目 １ ２ ０ Ｌ 、 １ ２ ０ Ｒ の 動 き を リ ア ル タ イ ム に 制 御

す る 例 を 、 図 １ ０ 、 図 １ １ に 示 す 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 腕 １ ４ Ｌ 、 １ ４ Ｒ に 、 そ れ ぞ れ

、 加 速 度 セ ン サ １ ５ Ｌ 、 １ ５ Ｒ が 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 操 作 者 が 腕 １ ４ Ｌ 、 １ ４

Ｒ を 動 か す よ う に 操 作 す る と 、 そ の 動 き に 連 れ て 加 速 度 セ ン サ １ ５ Ｌ 、 １ ５ Ｒ が 信 号 を 出

力 す る 。 な お 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 加 速 度 セ ン サ １ ５ Ｌ 、 １ ５ Ｒ は 、 Ｘ 軸 、 Ｚ 軸 方 向 の 加

速 度 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る が 、 こ れ に 代 え て 、 あ る い は こ れ に 加 え て Ｙ 軸 （ Ｘ

軸 、 Ｚ 軸 に 垂 直 な 方 向 ） 方 向 の 加 速 度 を 検 出 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 加 速 度 セ ン サ

以 外 の セ ン サ に よ っ て 、 腕 １ ４ Ｌ 、 １ ４ Ｒ の 動 き を 検 出 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 図 １ １ に 、 シ ス テ ム の ハ ー ド ウ エ ア 構 成 を 示 す 。 Ｃ Ｐ Ｕ ８ ０ に は 、 メ モ リ ８ ２ 、 ハ ー ド

デ ィ ス ク ８ ６ 、 加 速 度 セ ン サ １ ５ Ｌ 、 １ ５ Ｒ 、 プ ロ ジ ェ ク タ ２ ９ が 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ハ ー ド デ ィ ス ク ８ ６ に は 、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ９ ０ 、 表 示 制 御 プ ロ グ ラ ム ９ ３ が

記 録 さ れ て い る 。 表 示 制 御 プ ロ グ ラ ム ９ ３ は 、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ９ ０ と 協 働 し て

そ の 機 能 を 発 揮 す る も の で あ る 。 ハ ー ド デ ィ ス ク ８ ６ に は 、 目 （ 黒 目 ） の 画 像 デ ー タ ９ ５

が 記 録 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 Ｃ Ｐ Ｕ ８ ６ は 、 表 示 制 御 プ ロ グ ラ ム ９ ３ に し た が っ て 、 こ の 目 の 画 像 デ ー タ に 基 づ い て

、 左 目 と 右 目 を 含 む 画 像 （ た と え ば 、 図 ８ の よ う な 画 像 ） を 生 成 し 、 プ ロ ジ ェ ク タ ２ ９ に

出 力 す る 。 次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ ８ ６ は 、 表 示 制 御 プ ロ グ ラ ム ９ ３ に し た が っ て 、 加 速 度 セ ン サ １

５ Ｌ 、 １ ５ Ｒ の 出 力 を 取 り 込 む 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 さ ら に 、 加 速 度 セ ン サ １ ５ Ｌ に よ っ て 、 腕 １ ４ Ｌ が 上 方 向 （ Ｚ の 正 方 向 ） に 移 動 し た こ

と が 検 出 さ れ れ ば 、 画 像 中 の 左 目 の 位 置 を 上 に 移 動 す る 。 腕 １ ４ Ｌ が 左 方 向 （ Ｘ の 負 方 向

） に 移 動 し た こ と が 検 出 さ れ れ ば 、 画 像 中 の 左 目 の 位 置 を 左 に 移 動 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ８ ６ は 、

右 目 に つ い て も 同 様 に 、 加 速 度 セ ン サ １ ５ Ｒ に よ っ て 検 出 さ れ た 腕 １ ４ Ｒ の 動 き に 合 わ せ

る よ う に 、 右 目 の 画 像 を 移 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 し た が っ て 、 腕 の 動 き に 合 致 す る よ う に 目 の 動 き を 制 御 す る こ と が で き る 。 な お 、 上 記

で は 、 腕 の 動 き の 方 向 と 同 じ 方 向 に 目 を 動 か す よ う に し て い る が 、 反 対 方 向 に 動 か す よ う

に し て も よ い 。 ま た 、 腕 の 動 き の 方 向 と 目 の 動 き の 方 向 は 無 関 係 に し つ つ 、 動 き の み を シ

ン ク ロ さ せ る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 上 記 で は 、 腕 １ ４ Ｌ 、 １ ４ Ｒ の 動 き を セ ン サ に よ っ て 検 出 す る よ う に し て い る 。 し か し

、 脚 や 頭 な ど の 可 動 部 分 が あ る 場 合 に は 、 当 該 部 分 の 動 き を セ ン サ に よ っ て 検 出 し 、 こ の

動 き に 合 わ せ て 目 玉 を 動 か す よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ５ 】
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　 ま た 、 構 造 体 ６ に ス ピ ー カ を 設 け 、 再 生 す る 声 の 変 化 に 応 じ て リ ア ル タ イ ム に 目 の 位 置

を 変 化 さ せ る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

(4)上 記 実 施 形 態 で は 、 目 の 玉 を 動 画 と し て ス ク リ ー ン に 表 示 す る よ う に し て い る 。 し か

し 、 目 の 玉 以 外 の 可 動 要 素 を 動 画 と し て ス ク リ ー ン に 表 示 す る よ う に し て も よ い 。 た と え

ば 、 眉 毛 、 口 、 表 情 筋 な ど を 動 画 と し て ス ク リ ー ン に 表 示 し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 そ

れ ぞ れ の 対 応 す る 箇 所 に ス ク リ ー ン を 設 け る 。 こ れ ら 可 動 要 素 と し て は 、 観 察 し た と き に

平 面 的 に 見 え る も の が 好 ま し い が 、 手 、 足 な ど 立 体 的 な 要 素 を 動 画 と し て 表 示 し て も よ い

。

【 ０ ０ ６ ７ 】

(5)上 記 実 施 形 態 で は 、 動 画 を ス ク リ ー ン に 表 示 す る よ う に し て い る 。 し か し 、 静 止 画 を

切 り 換 え て ス ク リ ー ン に 表 示 す る よ う に し て も よ い 。 す な わ ち 、 ス ク リ ー ン に 表 示 す る 画

像 と し て は 、 動 画 を 用 い て も 静 止 画 を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

(6)上 記 実 施 形 態 で は 、 内 部 に 操 作 者 が 入 る よ う な 構 造 体 ６ に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、

内 部 に 操 作 者 が 入 ら な い 構 造 体 ６ に つ い て も 同 様 に 適 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

(7)上 記 実 施 形 態 で は 、 生 命 体 を 模 し た 構 造 体 ６ に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 自 動 販 売 機

、 券 売 機 な ど 、 生 命 体 を 模 し た も の で は な い 構 造 体 ６ に つ い て も 、 同 様 に 適 用 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

(8)上 記 実 施 形 態 で は 、 ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ に 対 し プ ロ ジ ェ ク タ ２ ９ か ら 撮 像 を 行

う よ う に し て い る 。 し か し 、 ス ク リ ー ン ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ 自 体 を デ ィ ス プ レ イ と し て 、 プ ロ

ジ ェ ク タ ２ ９ を 省 略 し て も よ い 。 た だ し 、 デ ィ ス プ レ イ は そ の 素 材 の 反 射 な ど か ら 不 自 然

と な る の で 、 表 面 に 反 射 防 止 加 工 を し た 透 光 性 の あ る 薄 板 を 設 け る こ と が 好 ま し い 。 な お

、 デ ィ ス プ レ イ は 大 型 化 す る と コ ス ト を 要 す る の で 、 コ ス ト の 点 で は ス ク リ ー ン を 用 い る

こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ７ １ 】

(9)上 記 実 施 形 態 で は 、 ゴ ー グ ル を 設 け る こ と で 外 部 か ら の 光 の 映 り 込 み を 防 止 す る よ う

に し て い る 。 し か し 、 ゴ ー グ ル を 設 け な く と も よ い 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 い く つ か の 特 徴 の つ い て の み 説 明 を 行 っ た が 、 当 業 者 で あ れ ば 種 々 の 修 正 や 変 更 が で き

る で あ ろ う 。 よ っ て 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 は 、 開 示 の 精 神 の 範 囲 内 に 入 る こ れ ら 全 て の

修 正 や 変 更 を カ バ ー す る こ と を 意 図 し た も の で あ る 。
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